
「小児がん医療・支援のあり方に関する検討会」開催要綱 

 

１． 趣旨 

 「がん」は小児の病死原因の第１位である。小児がんの年間患者数は２０

００人から２５００人と少ないが、小児がんを扱う施設は約２００程度と推

定され、小児がん患者が必ずしも適切な医療を受けられていないことが懸念

されている。 

本検討会においては、小児がん患者とその家族が安心して適切な医療や支

援を受けられるような環境の整備を目指し、小児がん拠点病院（仮称）に必

要とされる機能及び全国の小児がん関連施設に対する診療、連携、臨床試験

の支援等の機能を担う中核的な機関のあり方等について検討する。 

 

２． 検討事項 

（１）小児がん拠点病院（仮称）に必要とされる機能について 

（２）小児がんの中核的な機関のあり方について 

 

３． その他 

（１）本検討会は健康局長が別紙の構成員の参集を求めて開催する。 

（２）本検討会には、構成員の互選により座長をおき、検討会を統括する。 

（３）本検討会には、必要に応じ、別紙構成員以外の有識者等の参集を依頼す

ることができるものとする。 

（４）本検討会は、原則として公開とする。 

（５）本検討会の庶務は、厚生労働省健康局がん対策・健康増進課が行う。 

（６）この要綱に定めるもののほか、本検討会の開催に必要な事項は、座長が

健康局長と協議の上、定める。 
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（五十音順・敬称略） 

 


